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　今回寄港してくれたのは、ドイツの客船会社が運航し
ている「ハンセアティック・スピリット」（英：Hanseatic 
Spirit）でした。昨年２回も寄港してくれた「ハンセアティッ
ク・ネイチャー」（英：Hanseatic Nature）の姉妹船で、
極地まで探検しに行ける豪華客船です。客船は当日の朝
８時にはすでに入港し、出港は夜１０時過ぎと遅い時間で
した。オプションツアーに参加された乗船客が多く、当日
はいい天気でしたので、町内の景色を満喫できたと思い
ます。浦郷港では抹茶のサービス、じょんじょん太鼓のパ
フォーマンス、レンタサイクルの貸出、絵葉書の販売、焼
火窯の出張土染め体験とアジフライのふるまいがありまし
た。元気いっぱいの活っちゃんもおもてなしをしに来てく
れて（笑）、乗船客と客船の船員も大喜びでした。

　私は観光案内のテントにいましたので、乗船客とお話し
をすることができました。印象に残った乗船客は展示物
にあるオーストリアの旗を見て、喜びながらリュックから「私
はオーストリアから来ました！」と英語で印字した旗をス
タッフに見せた夫婦と、出張土染め体験に参加された女
性の乗船客でした。

　浦郷港のテントの片付けが終わった後は、通訳として
町長と表敬訪問に同行させていただきました。ブリッジで
船長とお話しをした後は船内見学でした。小さくてコンパ
クトな豪華客船で、プールにジム、顕微鏡と大きなタッチ
パネルが設置されている学びの部屋、天上から床が大き

な窓の展望ラウンジ
とアトリウム等があり
ます。船内は紙のゴ
ミを減らすため、電
子パネルを使い、お
手拭きはタオルを使
う等取り組んでいま
した。 一 番 印 象 に
残った の は、 プー
ルデッキのあるガラ
ス・バルコニーかも
しれません。展開す
るとき、透明なガラ
スフロアからは下が丸見えです（笑）。船員から客船会
社の理念や環境保全に向けた取り組みについて聞く事が
できることは貴重な体験だといつも思っています。そして、
今回は特別に船内で民謡のパフォーマンスが行われまし
た！夕食が終わった後に、乗船客はアトリウムに集まり（満
員御礼！）、隠岐を代表する民謡のパフォーマンスを観賞
しました。その後は町長挨拶と初寄港記念の入港盾交換
式でした。

　下船する前に、土染め体験に参加された女性の乗船客
が感謝の言葉を英語で伝えに来られました。客船の船員
と乗船客は英語が堪能ですが、今回のクルーズはドイツ
語が主に使用されているため、電子パネルの掲示物から
船内放送までは全部ドイツ語でした。久しぶりに聞いても
わからない言語に包まれるときの不安を感じて、新鮮でし
た（笑）。改めて、通訳者の強さ、共通言語が使える重
要さと、４か国語も喋れるのだとしても足りない部分はま
だ沢山あるともう一度実感しました（笑）。スキルアップ
をするために、ドイツ語を身に着けようかな…

　接待やふるまいのメニューは同じまたは似ているのだと
しても、毎回違う体験になるのは客船対応の面白いとこ
ろです。スタッフと関係者の皆さま、お疲れ様でした！次
回の客船寄港、楽しみにしています！

　涼しい季節が待ち遠しい今日この頃、皆さんいかがお過ごしでしょうか。
　６月１２日（水）に、外国クルーズ船が浦郷港に寄港しました。ということで、今月はスタッフとして参加
した外国クルーズ船寄港の事について、お話ししたいと思います。

▲  全長１３８メートルもある「ハンセアティック・スピリット」

▲ガラス・バルコニーからの一枚
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▲ 上段左から　澤谷副町長、山﨑松江地方法務局西郷支局長
　 下段左から　三角さん、眞野さん、富谷さん

７月１日付けで、次の方が法務大臣より人権擁護委員
に委嘱されました。

三角　眞美子 さん（市部）　再任
富谷　輝彦 さん　  （別府）　再任
眞野　清美 さん　  （浦郷）　新任

なお、三角さんは２期にわたり活動いただき、松江地方
法務局長より感謝状が贈呈されました。

また、６月末付けで次の方が退任されました。

眞野　晋策 さん　  （浦郷）　 退任

人権擁護委員としてご尽力いただき、ありがとうございました。

令和６年度　特設人権・行政相談開設日
開 設 日 場 所 時 間

　９月６日（金） 小向交流施設
１０：００ ～ １２：００

１２月６日（金） 黒 木 公 民 館

人権擁護委員委嘱・感謝状の贈呈

　地域の方に人権について感心を持ってもらえるよう啓発活動を行ったり、隣近所のもめごと、家
庭内での悩みごと、仕事先でのパワハラなど、いろいろな困りごとの相談を受けています。
　「人権を侵害された」という相談があった場合には、相談者の希望により法務局と協力して調査
等を行い、お互いの利害・主張の調整を行うことにより、ものごとの解決に取り組んでいます。
　人権相談は、以下のように特設相談所のほか、平日に専用ダイヤルでも受けています。（相談無
料、秘密厳守）

▶ 相 談 電 話：0570 - 003 - 110（全国共通人権相談ダイヤル）
▶ お問い合わせ：08512 - 2 - 0240（松江地方法務局　西郷支局）

人権擁護委員とは？
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